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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地で残すべき最終ブロックを読み込み、つなぎ記録するデータをその下地データの有
効データの最終部分以降につなぎ合わせた新たなブロックを作り、この新たなブロックを
、下地で残すべき最終ブロックに上書きすることによりつなぎ記録を行う磁気記録再生装
置であって、
　上記下地で残すべき最終ブロックのデータを格納する記憶手段と、
　上記記憶手段に対するデータの書き込み／読み出し制御を行う制御手段とを備え、
　上記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラー
が多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッドが目詰まりしたことを検
出した場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、下地の書き戻しは行
わずに、新しい記録を始めることを特徴とする磁気記録再生装置。
【請求項２】
　上記制御手段により制御される表示手段を備え、
　上記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラー
が多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時にヘッドが目詰まりしたことを検出し
た場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、記録開始後に、磁気ヘッ
ドが目詰まりしているということを上記表示手段により表示することを特徴とする請求項
１記載の磁気記録再生装置。
【請求項３】
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　上記制御手段により制御される表示手段を備え、
　上記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラー
が多い場合、もしくは、つなぎ記録の記録一時停止状態になるまでの遷移時にヘッドが目
詰まりしたことを検出した場合には、記録一時停止状態にて、磁気ヘッドが目詰まりして
いるということを上記表示手段により表示することを特徴とする請求項１記載の磁気記録
再生装置。
【請求項４】
　下地で残すべき最終ブロックを読み込み、つなぎ記録するデータをその下地データの有
効データの最終部分以降につなぎ合わせた新たなブロックを作り、この新たなブロックを
、下地で残すべき最終ブロックに上書きすることによりつなぎ記録を行う磁気記録再生装
置の制御方法であって、
　上記下地で残すべき最終ブロックのデータを所定の記憶媒体に格納し、
　つなぎ記録の時に、上記記憶媒体に読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラーが
多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッドが目詰まりしたことを検出
した場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、上記記憶媒体から下地
への書き戻しは行わずに、新しい記録を始めることを特徴とする磁気記録再生装置の制御
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルデータの磁気記録再生装置に関し、特に、つなぎ記録機能を備える
磁気記録再生装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルデータの磁気記録再生装置では、画像データや音声データを圧縮して記録媒体
に記録するための高能率の圧縮方式として、例えば、ＭＰＥＧ（Moving Picture Expert 
Group）方式が採用されている。
【０００３】
　ＭＰＥＧ方式では、データ量を圧縮するにあたって、その映像フレームのデータだけで
独立して符号化するフレーム内符号化画像（Ｉピクチャ）、前方向のフレームの情報を元
に符号化するフレーム間順方向予測符号化画像（Ｐピクチャ）、前方向と後方向のフレー
ムを元に符号化する双方向予測符号化画像（Ｂピクチャ）という3種類の画像圧縮手法を
使って、効率的にデータ量を削減している。
【０００４】
　また、回転ヘッドによってテープ状記録媒体に信号を記録し、また、記録媒体から回転
ヘッドによりこの信号を再生する回転ヘッド型記録／再生装置では、永年の使用によりヘ
ッドの目詰まり（ヘッドクロッグ）が生じ、再生信号に劣化が生じることが知られている
（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　さらに、デジタル画像データを高能率符号化してテープ記録でつなぎ記録をする際に、
下地で残すべき最終ブロックを読み込み、下地の有効データの最終部分に、新たに記録す
るデータをつなげて、新たなブロックを作り、この新たなブロックをテープに書き戻すこ
とにより、つなぎ部での画フリーズや音途切れを少なくしたり、記録開始部分の画質を低
下させないようにすることが行われている（例えば、特許文献２参照）。
【０００６】
　例えば、ＭＰＥＧのテープ記録でつなぎ記録をする際に、つなぎ部での画フリーズや音
途切れを少なくしたり、記録開始部分の画質を低下させないようにするために、例えば図
４～図６に示すように、下地で残すべき最終ブロックを読み込み、下地の有効データの最
終部分に、新たに記録するデータをつなげて、新たなブロックを作り、この新たなブロッ
クをテープに書き戻すという方式が考えられている。
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【０００７】
　ここで、図４はつなぎ記録前の記録の様子を示している。
【０００８】
　図４では、（Ａ）に示すような順番のフレーム単位の画面ａ０から画面ａ１６のデータ
が、ＭＰＥＧ方式に従って映像フレームの順序を入れ換えて符号化された（Ｂ）に示すよ
うな順番のデータストリーム（Ｉ２，Ｂ０，Ｂ１，・・・，Ｐ１２，Ｐ１３）とされ、さ
らにリードソロモン符号を採用した内符号（Ｃ１）パリティと外符号（Ｃ２）パリティを
付加するエラー訂正符号化処理が施されて、（Ｃ）に示すようにテープ上に記録されてい
る。
【０００９】
　図５は、下地を書き戻さないで次の外符号の符号訂正面から記録するようにしたつなぎ
記録の様子を示している。
【００１０】
　この図５に示すつなぎ記録では、（Ａ）に示すような順番のフレーム単位の画面ｂ０か
ら画面ｂ１３のデータが、（Ｂ）に示す下地画面ａ２の次に画面ｂ０からつながれ、ＭＰ
ＥＧ方式に従って映像フレームの順序を入れ換えて符号化された（Ｃ）に示すような順番
のデータストリーム（Ｉ２，Ｂ０，Ｂ１，・・・，Ｐ１２，Ｐ１３）とされ、さらにエラ
ー訂正符号化処理が施されて、（Ｄ）に示すようにテープ上に記録されている。
【００１１】
　このように下地を書き戻さないで次の外符号の符号訂正面から記録するようにしてつな
ぎ記録を行う場合には、図５の（Ｄ）に破線の丸い枠で囲んで示すつなぎ部の直前の下地
データが無効データとなり、テープに間隙を生じてしまうことによって、つなぎ部がフリ
ーズし易くなる。通常、前のストリームのエンディングディレイに対し、次のストリーム
のスタートアップディレイの方が大きくなりがちなので、上記フリーズを防ぐには、つな
ぎ記録開始部分の符号化量をより制限する必要がある。
【００１２】
　図６は、最後のデータが含まれるエラー訂正ブロックを一度読み込んで、追加記録する
データをつなげて書き戻すようにしたつなぎ記録の様子を示している。
【００１３】
　この図６に示すつなぎ記録では、（Ａ）に示すような順番のフレーム単位の画面ｂ０か
ら画面ｂ１３のデータを（Ｂ）に示す下地画面ａ２の次に画面ｂ０からつなぐ際に、下地
データａの最後のデータが含まれるエラー訂正ブロックを一度読み込んで、追加記録デー
タｂをつなぎ、ＭＰＥＧ方式に従って映像フレームの順序を入れ換えて符号化された（Ｃ
）に示すような順番のデータストリーム（Ｉ２，Ｂ０，Ｂ１，・・・，Ｐ１２，Ｐ１３）
とされ、さらにエラー訂正符号化処理が施されて、（Ｄ）に示すようにテープ上に記録さ
れている。
【００１４】
　このように下地データを書き戻すようにしてつなぎ記録を行う場合には、図６の（Ｄ）
に破線の丸い枠で囲んで示す書き戻されたつなぎ部の下地データが無効データとならず、
図５の場合に比べて間隙がないので、フリーズはしにくい。
【００１５】
【特許文献１】特開平９－６９２１７号公報
【特許文献２】特開２００１－９４９４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　ところで、上述如き下地データを書き戻すようにしてつなぎ記録を行う従来の方式では
、見た目のよいつなぎ記録が実現できるが、例えばヘッドが目詰まりして読み込んだ下地
データのエラーが多い時に、エラーの多いデータを書き戻してしまうと下地データの最終
ブロックを壊してしまい、つなぎ記録の最終ブロックの画や音が壊れてしまうという問題
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があった。
【００１７】
　例えば図７に示すつなぎ記録のように、（Ａ）に示すような順番のフレーム単位の画面
ｂ０から画面ｂ１３のデータを、（Ｂ）に示す下地画面ａ２の次に画面ｂ０からつなぐに
あたり、下地データａの最後のデータが含まれるエラー訂正ブロックを一度読み込んで、
追加記録データｂをつなぎ、ＭＰＥＧ方式に従って映像フレームの順序を入れ換えて符号
化された（Ｃ）に示すような順番のデータストリーム（Ｉ２，Ｂ０，Ｂ１，・・・，Ｐ１
２，Ｐ１３）とされ、さらにエラー訂正符号化処理が施されて、（Ｄ）に示すようにテー
プ上に記録する場合、例えば図７の（Ｂ）に示す下地画面ａ０及び下地画面ａ１のデータ
が書く戻しの際に壊れてしまうと、図７の（Ｄ）に破線の丸い枠で囲んで示す書き戻され
た下地画面ａ０及び下地画面ａ１を含む下地データの最終ブロックが壊れてしまい、つな
ぎ記録の最終ブロックの画や音が壊れてしまうことになる。
【００１８】
　そこで、本発明の目的は、上述の如き従来の問題点に鑑み、磁気ヘッドの目詰まりによ
る悪影響を被ることなくつなぎ記録を行うことができる磁気記録再生装置及びその制御方
法を提供することにある。
【００１９】
　本発明の更に他の目的、本発明によって得られる具体的な利点は、以下に説明される実
施の形態の説明から一層明らかにされる。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、下地で残すべき最終ブロックを読み込み、つなぎ記録するデータをその下地
データの有効データの最終部分以降につなぎ合わせた新たなブロックを作り、この新たな
ブロックを、下地で残すべき最終ブロックに上書きすることによりつなぎ記録を行う磁気
記録再生装置であって、　上記下地で残すべき最終ブロックのデータを格納する記憶手段
と、上記記憶手段に対するデータの書き込み／読み出し制御を行う制御手段とを備え、上
記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラーが多
い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッドが目詰まりしたことを検出し
た場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、下地の書き戻しは行わず
に、新しい記録を始めることを特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る磁気記録再生装置は、上記制御手段により制御される表示手段を備え、上
記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラーが多
い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時にヘッドが目詰まりしたことを検出した場
合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、記録開始後に、磁気ヘッドが
目詰まりしているということを上記表示手段により表示することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記制御手段により制御される表示手段を備
え、上記制御手段は、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべき最終ブロックのエラ
ーが多い場合、もしくは、つなぎ記録の記録一時停止状態になるまでの遷移時にヘッドが
目詰まりしたことを検出した場合には、記録一時停止状態にて、磁気ヘッドが目詰まりし
ているということを上記表示手段により表示することを特徴とする。
　本発明は、下地で残すべき最終ブロックを読み込み、つなぎ記録するデータをその下地
データの有効データの最終部分以降につなぎ合わせた新たなブロックを作り、この新たな
ブロックを、下地で残すべき最終ブロックに上書きすることによりつなぎ記録を行う磁気
記録再生装置の制御方法であって、上記下地で残すべき最終ブロックのデータを所定の記
憶媒体に格納し、つなぎ記録の時に、上記記憶媒体に読み込んだ下地で残すべき最終ブロ
ックのエラーが多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッドが目詰まり
したことを検出した場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつからない場合には、上記記
憶媒体から下地への書き戻しは行わずに、新しい記録を始めることを特徴とする。
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【発明の効果】
【００２３】
　本発明では、ヘッド目詰まり時の、つなぎ記録による悪影響をなくすことができる。
【００２４】
　具体的には、ヘッドクロッグしたつなぎ撮り時に下地の最後の部分を誤ってエラーの多
い、間違ったデータに書き換えてしまい、前の記録の最後の部分の画や音を壊してしまう
不具合をなくすことができる。
【００２５】
　また、本発明によれば、磁気ヘッドが目詰まりしていることを、記録中に、磁気記録再
生装置の使用者が把握できる。従って、必要に応じて、記録データの確認を行ったり、ヘ
ッドをクリーニングすることができるので、大切な記録を失敗する可能性が減る。
【００２６】
　さらに、本発明によれば、磁気ヘッドが目詰まりしていることを、記録待機中に、磁気
記録再生装置の使用者が把握できる。従って、必要に応じて、ためし記録をして確認した
り、ヘッドをクリーニングすることが出来るので、大切な記録を失敗する可能性が減る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、本発明は
以下の例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、任意に変更可能
であることは言うまでもない。
【００２８】
　本発明は、例えば図１に示すような構成の磁気記録再生装置１００に適用される。
【００２９】
　この磁気記録再生装置１００は、カメラ一体型のビデオテープレコーダであって、カメ
ラ１及びマイクロホン２が接続された記録信号処理部１０、この記録信号処理部１０から
記録信号が供給される記録再生部２０、この記録再生部２０から再生信号が供給される再
生信号処理部３０、これらを制御する制御部４０、上記記録信号処理部１０及び記録再生
部２０に接続されたメモリ５０、上記制御部４０に接続された操作部６０や表示部７０な
どからなる。
【００３０】
　上記記録信号処理部１０は、上記カメラ１及びマイクロホン２からアナログビデオ信号
及びアナログオーディオ信号が供給されるアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器１１，１
２、上記Ａ／Ｄ変換器１１，１２の出力が供給される符号化処理部１３，１４、上記符号
化処理部１３，１４の出力が供給されるマルチプレクサ（ＭＵＸ）１５、上記ＭＵＸ１５
の出力が供給されるエラー訂正（ＥＣＣ）処理部１６、このＥＣＣ処理部１６の出力が供
給されるデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器１７、このＤ／Ａ変換器１７の出力が供給
される記録増幅器１８などからなる。上記ＭＵＸ１５には、メモリ５０が接続されている
。また、上記ＭＵＸ１５の動作は、上記制御部４０により制御されるようになっている。
【００３１】
　この記録信号処理部１０において、上記Ａ／Ｄ変換器１１，１２は、上記カメラ１及び
マイクロホン２から供給されたアナログビデオ信号及びアナログオーディオ信号をデジタ
ル化する。上記符号化処理部１３，１４は、上記Ａ／Ｄ変換器１１，１２によりデジタル
化されたビデオデータ及びオーディオデータをＭＰＥＧ方式に従って符号化する。上記Ｍ
ＵＸ１５は、上記符号化処理部１３，１４により符号化された符号化ビデオデータ及び符
号化オーディオデータからＭＰＥＧ方式に従ったデータストリームを生成する。
上記ＥＣＣ処理部１６は、上記ＭＵＸ１５により生成されたデータストリームに対して所
定のエラー訂正（ＥＣＣ）ブロック単位、例えば８トラック分を１ＥＣＣブロックとして
エラー訂正符号を生成して付加する。上記Ｄ／Ａ変換器１７は、上記ＥＣＣ処理部１６に
よりエラー訂正符号が付加されたデータストリームをアナログ化して記録信号とする。
そして、上記記録増幅器１８は、上記Ｄ／Ａ変換器１７によりアナログ化された記録信号
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を増幅して記録再生部２０に供給する。
【００３２】
　また、上記記録再生部２０は、アジマスの異なる一対の磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが１
８０°対向で設けられた回転ドラム２２、この回転ドラム２２を回転させるドラムモータ
２３、上記回転ドラム２２に巻装される磁気テープ２４を走行させるキャプスタンモータ
２５などからなる。
【００３３】
　上記ドラムモータ２３及びキャプスタンモータ２５は、上記制御部４０により回転方向
や回転速度が制御される。
【００３４】
　そして、上記一対の磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂは、磁気テープ２４上の傾斜トラックを
走査して、上記記録信号処理部１０から供給される記録信号を上記記録トラックに記録す
る。また、上記一対の磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂは、磁気テープ２４上の傾斜トラックを
走査することにより得られる再生信号を上記再生信号処理部３０に供給する。
【００３５】
　上記再生信号処理部３０は、上記記録再生部２０から再生信号が供給される再生増幅器
３１、この再生増幅器３１の出力が供給されるアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器３２
、このＡ／Ｄ変換器３２の出力が供給されるエラー訂正（ＥＣＣ）処理部３３、このＥＣ
Ｃ処理部３３の出力が供給されるデマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３４、このＤＥＭＵＸ
３４の出力が供給される復号化処理部３５，３６、この復号化処理部３５，３６の出力が
供給されるデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器３７，３８などからなる。上記ＤＥＭＵ
Ｘ３４には、上記メモリ５０が接続されている。また、上記ＥＣＣ処理部３３及びＤＥＭ
ＵＸ３４の動作は、上記制御部４０により制御されるようになっている。
【００３６】
　この再生信号処理部３０において、上記再生増幅器３１は、上記記録再生部２０から供
給された再生信号を増幅する。上記Ａ／Ｄ変換器３２は、上記再生増幅器３１により増幅
された再生信号をデジタル化して再生データストリームとする。上記ＥＣＣ処理部３３は
、上記Ａ／Ｄ変換器３２から供給される再生データストリームにエラー訂正処理を施し、
エラー情報やトラック番号情報などを上記制御部４０に供給するとともに、エラー訂正処
理済みの再生データストリームを上記ＤＥＭＵＸ３４に供給する。上記ＤＥＭＵＸ３４は
、上記ＥＣＣ処理部３３によりエラー訂正処理の施された再生データストリームから再生
符号化ビデオデータと再生符号化オーディオデータを分離して復号化処理部３５，３６に
供給する。また、上記ＤＥＭＵＸ３４は、つなぎ記録時に、制御部４０により制御されて
、上記ＥＣＣ処理部３３によりエラー訂正処理の施された再生データストリームから書き
戻しデータを分離して上記メモリ５０に供給する。上記復号化処理部３５，３６は、上記
ＤＥＭＵＸ３４により分離された再生符号化ビデオデータと再生符号化オーディオデータ
にＭＰＥＧ方式に従って復号処理を施すことにより再生ビデオデータと再生オーディオデ
ータを生成する。そして、上記Ｄ／Ａ変換器３７，３８は、上記復号化処理部３５，３６
により復号された上記再生ビデオデータと再生オーディオデータをアナログ化して、再生
アナログビデオ信号と再生アナログオーディオ信号を出力する。
【００３７】
　このような構成の磁気記録再生装置１００において、上記制御部４０は、記録終了時に
、記録再生部２０により磁気テープ２４に書き込んだ下地の最後の部分のデータを記録信
号処理部１０のＭＵＸ１５を経由してメモリ５０に保存し、あるいは、記録再生部２０に
より磁気テープ２４から再生して得られた下地最終ブロックのデータを再生信号処理部３
０のＤＥＭＵＸ３４を経由してメモリ５０に保存しておく。
【００３８】
　そして、上記制御部４０は、操作部６０への操作によりつなぎ記録動作が指定されると
、上記メモリ５０に保存されている下地の最後のブロックの最後の有効データにつなげて
、新しい記録を行う第１の方式のつなぎ記録の制御を行う。
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【００３９】
　さらに、下地の最後のブロックの次、以降のブロックから新たな記録をする第２の方式
のつなぎ記録の制御を行うこともできる。
【００４０】
　第１の方式、第２の方式、どちらの記録方法をとるかは、上記制御部４０からＭＵＸ１
５へ指示により切り替えられる。
【００４１】
　この磁気記録再生装置１００における実際のつなぎ記録時の動作について説明する。
【００４２】
　先ず、図２を参照して、第１の記録（ＲＥＣ１）・記録待機（ＲＥＣＰ）・第２の記録
（ＲＥＣ２）の順に上記磁気記録再生装置１００の動作を遷移させて、つなぎ記録を行う
場合について説明する。
【００４３】
　この場合、上記制御部４０は、第１の記録（ＲＥＣ１）において、下地の最終ブロック
のデータをメモリ５０に保存しており、図２の（Ａ）に示すように、その下地の最終ブロ
ックのデータを磁気テープ２４に記録した後に記録待機（ＲＥＣＰ）の指示を受け付ける
と、図２の（Ｂ）に示すように、磁気テープ２４を３倍速で所定長だけ巻き戻したのち、
記録待機（ＲＥＣＰ）状態での待機点まで順方向走行させて、記録待機（ＲＥＣＰ）状態
とする。
【００４４】
　そして、この記録待機（ＲＥＣＰ）状態で第２の記録（ＲＥＣ２）の開始が指示される
と、図２の（Ｃ）に示すように、磁気テープ２４を１倍速で順方向走行させて、実際につ
なぎ記録を開始するまでの再生助走期間中Ｔruに、下地にトラッキングを合わせて、ヘッ
ドクロックの検出を行い、ヘッドクロッグでない場合に、上記メモリ５０から下地の最終
ブロックのデータを読み出して、上記下地の最終ブロックに書き戻すことにより、上記下
地の最終ブロックからつなぎ記録を開始する。
【００４５】
　ここで、上記制御部４０は、例えば、下地のトラックナンバーが１度でも読めたらヘッ
ドクロックでないとする。なお、特許文献２にあるように、エラーレートの差を見て判断
するようにしても良い。
【００４６】
　また、上記制御部４０は、再生助走期間中Ｔruにヘッドクロッグになった場合には、記
録再生同一ヘッドの場合、メモリデータの書き戻しを行うと下地データを壊してしまう虞
があるので、図２の（Ｄ）又は（Ｅ）に示すように、メモリデータの書き戻しはやめて、
下地の最終ブロック以降から新たな記録を始めるようにする。すなわち、もしも再生助走
時にヘッドクロッグを検出した場合は、図２の（Ｄ）に示すように、新たな記録を下地最
終ブロックのすぐ後ろにつなげてもよいし、図２の（Ｅ）に示すように、少し間を空けて
もよい。
【００４７】
　例えば、下地が全然読めない時には、記録開始のトラックの場所も分からないので、少
し多めに磁気テープ２４を送ってから記録を開始すれば、下地の最後の方の部分を上書き
で消してしまうことがない。
【００４８】
　なお、この磁気記録再生装置１００では、上記制御部４０によりヘッドクロックを検出
した場合に、表示部７０にヘッドクロッグの警告表示を行う。
【００４９】
　これにより、磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしていることを、記録中に、この磁
気記録再生装置１００の使用者が把握できる。従って、必要に応じて、記録データの確認
を行ったり、磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂをクリーニングすることができるので、大切な記
録を失敗する可能性が減る。
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【００５０】
　ここで、上記ヘッドクロッグの警告表示のためのヘッドクロック検出は、再生助走期間
中Ｔruに行う以外に、例えば、図２の（Ｂ）に示すように、磁気テープ２４を所定長だけ
巻き戻す逆方向走行期間Ｔrw、あるいは、記録待機（ＲＥＣＰ）状態での待機点までの順
方向走行期間Ｔfwに行うこともできる。
【００５１】
　上記制御部４０により、上記逆方向走行期間Ｔrwや順方向走行期間Ｔfwにヘッドクロッ
ク検出を行って、表示部７０にヘッドクロッグの警告表示を行うようにすれば、つなぎ記
録を開始する前の記録待機（ＲＥＣＰ）状態においてヘッドクロッグの警告表示を行うこ
とができる。
【００５２】
　すなわち、磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしていることを、記録待機（ＲＥＣＰ
）中に、この磁気記録再生装置１００の使用者が把握できる。従って、必要に応じて、た
めし記録をして確認したり、ヘッドをクリーニングすることができるので、大切な記録を
失敗する可能性が減る。
【００５３】
　次に　図３を参照して、再生待機（ＰＢＰ）・記録待機（ＲＥＣＰ）・記録（ＲＥＣ）
の順に上記磁気記録再生装置１００の動作を遷移させて、つなぎ記録を行う場合について
説明する。
【００５４】
　ここで、再生待機（ＰＢＰ）状態での停止点では、再生待機画に対応する下地データは
、最終ブロック保存用のメモリ５０には残っていないものとする。
【００５５】
　上記制御部４０は、再生待機（ＰＢＰ）状態において、記録待機（ＲＥＣＰ）の指示を
受け付けると、図３の（Ｂ）に示すように、磁気テープ２４を３倍速で所定長だけ巻き戻
したのち、記録待機（ＲＥＣＰ）状態での待機点まで順方向走行させて、記録待機（ＲＥ
ＣＰ）状態とするが、上記磁気テープ２４を所定長だけ巻き戻す間に、１／２倍速での逆
方向再生を行い、再生待機（ＰＢＰ）での表示画面に対応するテープ位置に記録されてい
る下地データを読み出して、下地の最終ブロッックのデータとしてメモリ５０に保存する
。
【００５６】
　そして、上記制御部４０は、上記メモリ５０に保存した下地の最終ブロックのデータの
エラーレートを判定し、エラーが少ない場合に書き戻しデータとして使用してつなぎ記録
を行い、エラーが多い場合に書き戻しを行うことなくつなぎ記録を行う。
【００５７】
　すなわち、上記制御部４０は、上記メモリ５０に保存した下地の最終ブロックのデータ
のエラーが少ない場合には、上記記録待機（ＲＥＣＰ）状態で記録（ＲＥＣ）の開始が指
示されると、図３の（Ｃ）に示すように、磁気テープ２４を１倍速で順方向走行させて、
実際につなぎ記録を開始するまでの再生助走期間中Ｔruに、下地にトラッキングを合わせ
て、上記メモリ５０から下地の最終ブロックのデータを読み出して上記下地の最終ブロッ
クに書き戻すことにより、上記下地の最終ブロックからつなぎ記録を開始する。
【００５８】
　また、上記制御部４０は、上記メモリ５０に保存した下地の最終ブロックのデータのエ
ラーが多い場合には、メモリデータの書き戻しを行うと下地データを壊してしまう虞があ
るので、上記記録待機（ＲＥＣＰ）状態で記録（ＲＥＣ）の開始が指示されると、図３の
（Ｄ）又は（Ｅ）に示すように、メモリデータの書き戻しはやめて、下地の最終ブロック
以降から新たな記録を始めるようにする。
【００５９】
　すなわち、この磁気記録再生装置１００では、制御部４０により記録信号処理部１０、
記録再生部２０及び再生信号処理部３０の動作を制御して、下地で残すべき最終ブロック
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をメモリ５０読み込み、つなぎ記録するデータをその下地データの有効データの最終部分
以降につなぎ合わせた新たなブロックを作り、この新たなブロックを、下地で残すべき最
終ブロックに上書きすることによりつなぎ記録を行うにあたり、読み込んだ下地で残すべ
き最終ブロックのエラーが多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッド
２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしたことを検出した場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつ
からない場合には、下地の書き戻しは行わずに、新しい記録を始めることにより、ヘッド
クロッグしたつなぎ撮り時に下地の最後の部分を誤ってエラーの多い、間違ったデータに
書き換えてしまい、前の記録の最後の部分の画や音を壊してしまう不具合をなくすことが
できる。
【００６０】
　また、この磁気記録再生装置１００では、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残すべ
き最終ブロックのエラーが多い場合、もしくは、つなぎ記録の再生助走の時に磁気ヘッド
２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしたことを検出した場合、もしくは、つなぎ記録開始点がみつ
からない場合には、記録開始後に、磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしているという
ことを上記表示部７０により表示するので、磁気ヘッドが目詰まりしていることを、記録
中に、使用者が把握できる。従って、必要に応じて、記録データの確認を行ったり、ヘッ
ドをクリーニングすることができるので、大切な記録を失敗する可能性が減る。
【００６１】
　さらに、この磁気記録再生装置１００では、つなぎ記録の時に、読み込んだ下地で残す
べき最終ブロックのエラーが多い場合、もしくは、つなぎ記録の記録一時停止状態になる
までの遷移時に磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしたことを検出した場合には、記録
一時停止状態にて、磁気ヘッドが目詰まりしているということを上記表示部７０により表
示することにより、磁気ヘッド２１Ａ，２１Ｂが目詰まりしていることを、記録待機中に
、使用者が把握できる。従って、必要に応じて、記録データの確認を行ったり、ヘッドを
クリーニングすることができるので、大切な記録を失敗する可能性が減る。
【００６２】
　なお、以上の説明は記録再生同一ヘッドを前提にしていたが、記録再生別ヘッドの場合
にも、同じ仕組みで対応することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明を適用した磁気記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】上記磁気記録再生装置において、第１の記録（ＲＥＣ１）・記録待機（ＲＥＣＰ
）・第２の記録（ＲＥＣ２）の順に遷移させて行うつなぎ記録の様子を模式的に示す図で
ある。
【図３】上記磁気記録再生装置において、再生待機（ＰＢＰ）・記録待機（ＲＥＣＰ）・
記録（ＲＥＣ）の順に遷移させて行うつなぎ記録の様子を模式的に示す図である。
【図４】ＭＰＥＧ方式のテープ記録でのつなぎ記録をする際のつなぎ記録前の記録の様子
を模式的に示す図である。
【図５】下地を書き戻さないで次の外符号の符号訂正面から記録するようにしたつなぎ記
録の様子を模式的に示す図である。
【図６】最後のデータが含まれるエラー訂正ブロックを一度読み込んで、追加記録するデ
ータをつなげて書き戻すようにしたつなぎ記録の様子を模式的に示す図である。
【図７】書き戻した下地データにエラーが含まれた場合のつなぎ記録の様子を模式的に示
す図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　カメラ、２　マイクロホン、１０　記録信号処理部、１１，１２　Ａ／Ｄ変換器、
１３，１４　符号化処理部、１５　ＭＵＸ、１６　ＥＣＣ処理部、１７　Ｄ／Ａ変換器、
１８　記録増幅器、２０　記録再生部、２１Ａ，２１Ｂ　２２　回転ドラム、２３　ドラ
ムモータ、２４　磁気テープ、２５　キャプスタンモータ、３０　再生信号処理部、３１
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　再生増幅器、３２　Ａ／Ｄ変換器、３３　ＥＣＣ処理部、３４　ＤＥＭＵＸ、３５，３
６　復号化処理部、３７，３８　Ｄ／Ａ変換器、４０　制御部、５０　メモリ、６０　操
作部、７０　表示部、１００　磁気記録再生装置

【図１】 【図２】
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